
学則（収容定員）の変更の趣旨等を記載した書類 

ア．収容定員変更の内容

令和 6 年度における神戸大学医学部医学科の入学定員を 12 人増員し、100 人から 112

人に変更する。 

入学定員 編入学定員 収容定員

変更前 １００  ５  ６２５

変更後 １１２  ５  ６３７

イ．収容定員変更の必要性

〈地域枠〉

全国的に地域医療に従事する医師の不足が指摘されている中、平成 28 年 10 月に兵庫

県が策定した兵庫県地域医療構想において、全県で取り組む事業として県内の医師不足

地域の勤務医の確保が掲げられており、兵庫県において、特殊な医療を除く一般的な医療

サービスを提供する二次医療圏別にみると、人口 10万対の医師数は、神戸圏域(315.7人)・

阪神南圏域(279.8 人)では全国値(244.9 人)を上回るものの、その他の 8 圏域(153.6～

213.3人)では全国値を下回っている。 

このような状況を踏まえ、本学では、地域医療に携わる医師の不足という状況の解消に

向けた医師養成の取組を行っているところであり、「経済財政改革の基本方針 2009」(平

成 21年 6月閣議決定)に基づいた兵庫県からの医師養成数増の依頼を受け、平成 22年度

に医学部医学科の入学定員を 3 人、「新成長戦略(平成 22 年 6 月閣議決定)」に基づいた

兵庫県からの依頼により平成 23 年度には入学定員を 2人、平成 24年度には入学定員を 3

人、平成 25 年度には入学定員を 2人増やしていたところである。 

このたび、「経済財政運営と改革の基本方針 2018～少子高齢化の克服による持続的な成

長経路の実現～」（平成 30 年 6月 15日閣議決定）及び「令和 6年度の医学部臨時定員の

暫定的な維持 について（令和 4 年 11 月 4 日厚生労働省医政局長・文部科学省高等教育

局長通知）」を踏まえ、また、兵庫県から令和 6 年度以降も継続したいとの依頼を受け、

県内の地域医療に従事する医師確保政策に対応するため、兵庫県と本学が連携して、令和

6 年度以降引き続き医学部医学科の入学定員 10 人増を行い、卒業後、県内で地域医療に

貢献する医師を養成し、効率的・効果的に医師を配置しようとするものである。 

〈研究医枠〉 

  「地域の医師確保等の観点からの平成 26年度医学部入学定員の増加について」（文部科

学省高等教育局長通知）を踏まえ、社会的要請の強い基礎医学分野の研究医の養成を図る

ため、平成 26年度から研究医養成の入学定員を 2人増やしていたところである。 
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このたび、「経済財政運営と改革の基本方針 2018～少子高齢化の克服による持続的な

成長経路の実現～」（平成 30年 6月 15日閣議決定）及び「令和 6年度の医学部臨時定

員の暫定的な維持 について（令和 4 年 11 月 4 日厚生労働省医政局長・文部科学省高

等教育局長通知）」を踏まえ、令和 5年度以降引き続き医学部医学科の入学定員 2人増

を行い、基礎医学分野の研究医の養成を図るものである。 

 

ウ．収容定員変更に伴う教育課程等の変更内容 

   地域枠は平成 22 年度から、研究医枠は平成 26 年度から入学定員を増員して教育を

行っており、今回の増員に伴い教育課程等の変更はない。 

〈地域枠〉 

  教育課程については平成 22 年度の定員増の際に計画したとおり、従前から開講して

いた 1年次の「初期体験臨床実習」に加えて、地域医療に関する科目を 1年次から 6年

次まで計画的に学べるよう配当している。 

１年次では、入学手続き後に「総合診療セミナー」を実施し、夏季集中講義「初期体

験臨床実習」で地域におけるチーム医療を体験させ、1～3 年次にかけて「地域医療学」

を開講し、地域医療に関する理解をより深めるようにしている。 

また、2 年次には早期臨床実習 1（介護施設での実習）、3 年次には早期臨床実習 2

（特別支援学校での実習）において講義を行っている。4年次ではチュートリアル教育

から独立して、地域社会医学実習（在宅ケア・訪問看護の実習）を新たに開講し、地域

の医療問題に焦点を当てた問題解決型学習を実施している。 
さらに、5年次から 6年次の「臨床実習 1～3」の中で地域医療現場での実習を行い、

地域医療機関におけるクリニカルクラークシップ（医学生が医療チームの一員として

患者の診療に携わる臨床実習形態）型の実習に参加させるようにしている。教員組織に

ついては、平成 22年度に地域医療に関する教育を担当する教員を 2人増員し、体制を

充実させている。 

〈研究医枠〉 

 平成 24年度から、基礎・臨床融合による基礎医学研究医の養成プログラム（文部科

学省大学改革推進事業）として、「基礎医学研究医育成コース」を実施している。この

コースは、医学部医学科において基礎配属実習 1・基礎配属実習 2 を履修した後、「医

学研究（1）」、「医学研究（2）」、「医学研究（3）」及び「医学研究（4）」を履修しようと

する者を対象とし、他の学生と同様に医師になるために必要な教育を受けると同時に、

科学的思考法を身につけ論文作成や学会発表などを体験し、早期から基礎研究医に必

要な技能を習得させるものである。また、履修生の研究指導強化のための研修会開催、

学会等での発表援助など学生が意欲的に研究に参加できるような支援を行っている。 

平成 26 年度以降は、「基礎医学研究医育成コース」における選択科目履修のため、

元々2 年後期～3 年前期にかけて開講していた基礎配属実習 1・基礎配属実習 2 を 2 年
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後期に集約して完結させ、その後、「医学研究（1）・（2）・（3）・（4）」へ進む等の 6年間

を通して研究に携わる授業を設けている。 

以上に述べた複合的な取り組みを通して、基礎医学研究医育成に対する教育基盤は

整備されていることから、今回の入学定員の増員に伴う新たな教育課程、教育方法、履

修指導方法、及び教育組織の変更は行わない。一方で、参加型臨床実習時間を大幅に増

やすと同時に、研究者育成のための教育の更なる充実を図るため、「基礎医学研究医育

成コース」履修者は、臨床実習中においても必要に応じて研究に専念できるカリキュラ

ムを設けている。 

  また、平成 28年度からは、奈良県立医科大学、関西医科大学、大阪医科大学、兵庫

医科大学、神戸大学の 5 校で関西 5 医科大学コンソーシアムを形成（令和 4 年度から

は藤田医科大学が加盟して 6 大学で構成）して、毎年 1 回一泊二日で交流のリトリー

トを開催している。昨年度は数年ぶりに対面で開催され、神戸大学からは 2名の学生が

参加し、学生、教員と活発な議論を展開した。 

ー学則変更の趣旨ー3ー



 

 

 

 

                                         

         

 

                                         

          

 

 

                                                      

 

ー学則変更の趣旨ー4ー



ー学則変更の趣旨ー5ー



ー学則変更の趣旨ー6ー



ー学則変更の趣旨ー7ー



ー学則変更の趣旨ー8ー



ー学則変更の趣旨ー9ー



ー学則変更の趣旨ー10ー



ー学則変更の趣旨ー11ー



ー学則変更の趣旨ー12ー



－ 63 －

ー学則変更の趣旨ー13ー



－ 64 －

ー学則変更の趣旨ー14ー



ー学則変更の趣旨ー15ー



ー学則変更の趣旨ー16ー



－ 1－

ー学則変更の趣旨ー17ー



－ 2－

ー学則変更の趣旨ー18ー



－ 3－

ー学則変更の趣旨ー19ー



－ 4－

ー学則変更の趣旨ー20ー



－ 5－

ー学則変更の趣旨ー21ー



－ 6－

ー学則変更の趣旨ー22ー



－ 7－

ー学則変更の趣旨ー23ー



－ 8－

ー学則変更の趣旨ー24ー



－ 9－

ー学則変更の趣旨ー25ー



－ 10 －

ー学則変更の趣旨ー26ー



－ 11 －

ー学則変更の趣旨ー27ー



令和 5年度 神戸大学入学願書 （医学部医学科学校推薦型選抜用）

神戸大学長　殿

フリガナ
氏　名

学校所在地

課　　　　程 学 科

都道府県

立

高等学校

平成　　年　　月　　日生
男・女

フリガナ

氏　名

連絡先

平成　　年　　月　　日生
男・女

 令和　  年　  月  卒業・卒業見込

　私はこのたび貴大学に入学したいので，
必要書類等を添えて出願します。

受験番号

ここに大学入試センター発行の令和
共通テスト成績請求票（ 推薦  国公
立推薦型選抜用）を，はがれないよう
全面のり付けしてください。

調 査 書
全 日 制
定 時 制
通 信 制

電 話
携帯電話

氏名 続柄

普 通 科
農 業 科
商 業 科

理 数 科
工 業 科
（ ） 受付月日

取 扱 者

出願資格
の 確 認

該当する
ものを○
で囲んで
ください。

⑴：兵庫県内の高校等を卒業
又は卒業見込み

⑵－A：本人が３年以上継続
して兵庫県内に在住

⑵－B：保護者が３年以上継続
して兵庫県内に在住

受験番号

※

※

※

※

※

※

〒

（　　　　）

電 話
携帯電話

〒

（　　　　）

電 話
携帯電話

〒

（　　　　）

大学入学共通テスト成績請求票貼付欄

先
絡
連
者
護
保

先
絡
連
者
願
志

格
　
資
　
願
　
出

切りはなさないでください

（令和 年度 整 理 票  学校推薦型選抜用 　神戸大学医学部医学科）
写　真

3 か月以内に撮影
のものを全面のり
付けしてください。
（上半身，　脱帽，　
正面，　縦 4 ㎝・横
3 ㎝）

神 戸　太 郎
コウ ベ　　タ　ロウ

兵庫

県
東西

5　3

6 5 7  8 5 0 1
兵庫県神戸市灘区六甲台町1-1

078　 881　  1212

神 戸　太 郎
コウ ベ　　 タ　 ロウ

17　  1　  11

17　  1　 11
推薦 国公立推薦型選抜用

（コウベ　タロウ）
神 戸 太 郎

令和5共通テスト成績請求票

－ －

6 5 7  8 5 0 1
兵庫県神戸市灘区六甲台町1-1
078　 881　  1212

－ 12 －
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国
際
が
ん
医
療
・
研
究
セ
ン
タ
ー
開
院
（
平
成
29
年
、
20
17
年
）

　
医
学
部
の
前
身
は
、
兵
庫
県
立
神
戸
医
科

大
学
で
あ
り
、そ
の
母
体
は
兵
庫
置
県
と
共

に
建
設
さ
れ
た
神
戸
病
院
で
あ
る
。
明
治
、

大
正
、
昭
和
と
県
政
の
歩
み
の
中
に
幾
多
の

変
遷
、
消
長
を
経
て
、
昭
和
43
年
（
19
68

年
）
3月
31
日
に
国
へ
の
移
管
が
完
了
し
、

神
戸
大
学
医
学
部
と
な
っ
た
。
医
学
部
の
歴
史
は
、こ
の
附
属
病
院
の
歴
史
で
も
あ
り
、
遠

く
15
0年
程
前
に
始
ま
っ
て
、
現
在
で
は
関
西
に
お
け
る
医
学
・
医
療
の
中
心
的
役
割
の
一

翼
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

神
戸
大
学
 医
学
部
医
学
科
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神
戸
大
学
は
、
大
学
全
体
と
し
て
国
際
性
豊
か
な「
研
究
大

学
」を
指
向
し
て
い
ま
す
。
医
学
部
医
学
科
に
お
け
る
教
育
は
も
と

よ
り
、
高
い
倫
理
観
を
有
し
高
度
な
専
門
的
知
識
・
技
能
を
身
に

つ
け
た
医
師
（
医
療
人
）を
養
成
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て

い
ま
す
が
、
本
学
科
の
特
徴
は
、そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
旺
盛
な
る

探
究
心
と
創
造
性
を
有
す
る「
科
学
者
」と
し
て
の
視
点
を
持
っ

た
医
師
／
医
学
研
究
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
点
に

あ
り
ま
す
。こ
の
方
針
に
沿
っ
て
、
平
成
13
年
度
よ
り
本
学
科
の

大
学
院
講
座
化
（
部
局
化
）が
施
行
さ
れ
、
学
部
と
大
学
院
を
通

し
た
一
貫
し
た
研
究
教
育
指
導
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま

す
。ま
た
、
広
い
視
野
を
有
し
、
地
域
の
み
な
ら
ず
地
球
規
模
で
国

際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
標
と
し
て
い
る
点
も
本
学

科
の
特
徴
で
す
。

医
学
科
の
教
育
理
念

　
医
学
は
人
間
の
生
命
と
健
康
を
守
る
学
問
で
す
。
人
間
を
対
象
と
す
る
と
い
う
点
で
、
医
学

は
他
の
自
然
科
学
と
異
な
り
、
人
文
科
学
的
、
社
会
科
学
的
な
面
を
も
っ
て
い
ま
す
。
医
学

は
、
多
く
の
科
学
に
根
ざ
し
、そ
の
科
学
の
成
果
を
人
の
生
命
の
保
持
に
ど
の
よ
う
に
と
り
入

れ
る
か
を
、こ
れ
を
受
け
る
人
の
立
場
に
立
ち
誠
意
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
も
っ
て
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
医
学
に
は
サ
イ
エ
ン
ス（
科
学
）と
ア
ー
ト（
技
術
）の
2つ
の
面
が
あ
る

と
い
わ
れ
ま
す
が
、こ
こ
で
い
う
ア
ー
ト
に
は
倫
理
的
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
換
言
す
れ

ば
、
医
学
は
、
狭
い
意
味
の
学
問
と
し
て
の
医
学
と
、
科
学
的
技
術
と
し
て
の
医
術
と
、
道
徳

的
実
践
と
し
て
の
医
道
の
3つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
何
れ
を
欠
い
て
も
完
全
な

医
学
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
本
学
に
お
け
る
医
学
教
育
は
、
全
学
共
通
授
業
科
目
と
医
学
部
専

門
科
目（
基
礎
医
学
・
臨
床
医
学
）の
有
機
的
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
一
歩
一
歩
前
進
す
る
6

年
一
貫
教
育
の
方
針
を
と
っ
て
い
ま
す
。
広
く
知
識
を
授
け
、
同
時
に
人
間
を
形
成
す
る
教
養

の
場
と
す
る
と
と
も
に
、
医
の
倫
理
を
体
得
さ
せ
、か
つ
科
学
的
思
考
過
程
を
養
い
、
旺
盛
な

探
究
心
を
有
す
る
医
師
を
育
成
す
る
こ
と
を
教
育
方
針
と
し
、そ
れ
に
よ
っ
て
医
学
教
育
水
準

医
学
教
育

の
向
上
を
は
か
り
、
社
会
の
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
使

命
と
し
て
い
ま
す
。

　
望
ま
し
い
学
生
の
資
質
と
し
て
は
、
医
学
は
人
間
を
対

象
と
し
た
学
問
で
あ
る
の
で
、
医
学
を
志
す
人
は
単
に
自

然
科
学
の
基
礎
能
力
だ
け
で
な
く
、
人
間
と
し
て
の
深
い

教
養
と
人
類
に
貢
献
す
る
こ
と
の
意
義
を
感
じ
う
る
豊
か

な
人
間
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
現
代
の
医
療
は
個
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
は
少

な
く
、む
し
ろ
集
団
へ
の
適
応
性
や
集
団
に
お
け
る
指
導

性
も
重
要
な
資
質
と
さ
れ
ま
す
。

ー学則変更の趣旨ー32ー
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神
戸
大
学
 

医
学
部
医
学
科

基
礎
医
学
研
究
医
養
成

本
医
学
科
で
は「
基
礎
・
臨
床
融
合
に
よ
る
基
礎
医
学
研
究

医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
設
置
し
、
6年
間
の
医
学
教
育
の
中

で
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
を
育
成
す
る
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
医
学
科
１
年
次
か
ら
研
究
に
取
り
組
め
る
環

境
を
提
供
し
、
大
学
院
と
の
連
携
も
推
進
し
て
い
ま
す
。
医
学

科
４
年
次
終
了
後
に
博
士
課
程
に
進
み
早
期
に
博
士
号
を
取

得
で
き
る
M
D
-P
hD
コ
ー
ス
、
医
学
部
を
卒
業
し
初
期
臨
床

研
修
を
受
け
な
が
ら
大
学
院
で
研
究
を
開
始
で
き
る
大
学
院
・

早
期
研
究
ス
タ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

基
礎
臨
床
融
合

本
医
学
科
は
、
多
く
の
優
れ
た
研
究
者
を
輩
出
し
て
き
た
伝
統

に
基
づ
き
、
科
学
者
と
し
て
の
視
点
を
持
っ
た
医
師
お
よ
び
生

命
科
学
・
医
学
研
究
者
、
Ph
ys
ic
ia
n 
Sc
ie
nt
is
tを
育
て
る

こ
と
を
大
き
な
目
標
に
し
て
い
ま
す
。１
年
次
か
ら
基
礎
医
学

教
室
に
出
入
り
で
き
る
環
境
を
用
意
し
、
最
先
端
の
知
見
を
盛

り
込
ん
だ
充
実
し
た
基
礎
医
学
教
育
や
、
基
礎
医
学
と
臨
床

医
学
を
融
合
し
た
科
目
を
通
じ
て
、
基
礎
科
学
の
知
識
や
方
法

論
に
基
づ
く
臨
床
医
学
の
深
い
理
解
を
促
す
教
育
を
行
い
、

研
究
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
教
育

本
医
学
科
で
は
、
特
色
あ
る
地
域
医
療
教
育
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
地
域
に
暮
ら
す
住
民
の
生
活
を
支
え
る
活
動
を
実
践
す
る

た
め
に
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
、
介
護
に
係
る
幅
広
い
知
識
・

技
能
・
態
度
を
6年
間
継
続
し
て
学
修
し
ま
す
。
内
容
は
、
講

義
：
地
域
医
療
学
、
地
域
医
療
シ
ス
テ
ム
学
、
行
動
科
学
、
臨

床
医
学
講
義
（
地
域
医
療
）と
、
実
習
：
初
期
体
験
臨
床
実

習
、
早
期
臨
床
実
習
1･
2、
IP
W
、
地
域
社
会
医
学
実
習
、
臨

床
実
習
2、
臨
床
実
習
3（
地
域
医
療
）で
、
充
実
し
た
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経
験
で
き
ま
す
。

国
際
交
流

本
医
学
科
で
は
国
際
的
に
活
躍
す
る
優
れ
た
医
師
・
医
学
研

究
者
の
育
成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
1～
3年
次
の
英
語
お
よ

び
医
学
英
語
教
育
に
加
え
、
5年
次
で
の
ハ
ワ
イ
臨
床
英
語
研

修
、
6年
次
で
の
海
外
病
院
実
習（
選
択
）が
あ
り
ま
す
。ハ
ワ

イ
臨
床
英
語
研
修
は
ハ
ワ
イ
大
学
の
学
生
を
交
え
、
英
語
で

の
問
診
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
学
び
ま
す
。
本
学
で

は
、
海
外
病
院
実
習（
臨
床
実
習
３
）を
推
奨
し
て
お
り
、
多
く

の
学
生
が
欧
米
・
ア
ジ
ア
の
大
学
・
病
院
で
診
療
に
参
加
し

て
、
国
際
的
な
視
野
に
立
っ
て
医
療
を
学
び
ま
す
。

神
戸
大
学
医
学
部
医
学
科
で
は
、「
基
礎
医
学
研
究
」、

「
地
域
医
療
教
育
」、
「
基
礎
臨
床
融
合
」、
「
国
際
交
流
」
の
4
つ
を
柱
と
し
て
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
医
師
・
医
学
研
究
者
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
医
学
教
育
を
目
指
し
て
日
々
進
歩
し
続
け
て
い
ま
す
。

ー学則変更の趣旨ー33ー



地
域
特
別
枠
で
入
学
し
た
私
は
地
域
医
療
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
な
る
事
を
志
し
て
、
神
戸
大
学
で
学
ん
で
い
ま
す
。

入
学
し
て
か
ら
今
ま
で
に
地
域
医
療
に
関
わ
る
経
験
を
多
く
し
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
地
域
に
赴
き
地
域
を
知
る「
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
」や
「
地
域

医
療
体
験
ツ
ア
ー
」、
大
学
で
学
ん
だ
医
学
の
知
識
を
活
か
し
て
地
域
住
民
の
方
に
向
け
た
講
座
を
作
る「
住
民
健
康
講
話
」、
IC
Tを
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
健
康
診
断
「
よ
い
と
こ
健
診
」な
ど
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
で
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、自
分
た
ち
に
何
が
出

来
る
の
か
を
学
び
、
考
え
、
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
地
域
特
別
枠
は
、
地
域
医
療
に
つ
い
て
何
か
学
び
た
い
、や
っ
て
み
た
い
と
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
時
に
頼
り
に
な
る
先
生
や
先
輩
後
輩
と

の
繋
が
り
が
あ
る
恵
ま
れ
た
環
境
で
す
。

兵
庫
県
の
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
、
地
域
を
支
え
る
医
師
に
な
り
た
い
、
熱
い
志
を
持
つ
そ
こ
の
あ
な
た
！
地
域
医
療
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に

な
る
た
め
に
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？
神
戸
大
学
で
待
っ
て
い
ま
す
。

5
4

　
基
礎
医
学
研
究
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
医
学
科
1年
次
か
ら
6年
次
ま
で
継
続
的
に
研
究
に
取
り
組
め
る
環
境
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
1年
次
の
新
医

学
研
究
コ
ー
ス
は
、
大
学
入
学
当
初
よ
り
基
礎
医
学
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
2年
次
の
基
礎
配
属
実
習
で
は
、
希
望
す
る
基
礎
医
学
研
究
室

に
4週
間
通
い
、
研
究
活
動
に
集
中
し
ま
す
。
3年
次
以
降
、
研
究
継
続
を
希
望
す
る
学
生
を
対
象
に
、
3～
6年
次
の
選
択
科
目
と
し
て
医
学
研
究
を
開
講

し
ま
す
。
医
学
研
究
で
は
、
研
究
室
に
お
け
る
研
究
活
動
に
加
え
、
基
礎
医
学
ゼ
ミ
、
学
内
研
修
会
、
他
大
学
と
の
リ
ト
リ
ー
ト
、
国
内
外
学
会
参
加
支
援
な

ど
、
研
究
に
関
わ
る
様
々
な
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
卒
業
時
に
は
、
継
続
し
て
医
学
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
6年
次
の
中
で
、
原
則
1名
に
対
し
、
神
戸

大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業
生
最
優
秀
研
究
賞
を
授
与
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
5年
次
か
ら
は
特
待
生
制
度
を
設
置
し
、
1学
年
あ
た
り
2名
を
選
抜
し
ま
す
。

特
待
生
に
は
最
大
24
ヶ
月
間
の
給
付
金
を
支
給
し
、
医
学
部
卒
業
後
は
大
学
院
・
早
期
研
究
ス
タ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
接
続
し
ま
す
。

兵
庫
県
の
医
師
修
学
資
金
の

適
用

地
域
医
療
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

基礎
・臨
床融
合に
よる
基礎
医学
研究
医養
成プ
ログ
ラム

　
全
国
的
に
医
師
不
足
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
、
兵
庫
県
に
お
い
て
も
一
部
の
地
域
や
診
療
科
な
ど
で
、
必
要
な
医
療
体
制
を
確
保
し
、
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
難
し
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
神
戸
大
学
医
学
部
で
は
地
域
医
療
に
携
わ
る
医
師
の
不
足
と
い
う
状
況
の
解

消
に
向
け
た
医
師
養
成
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
兵
庫
県
か
ら
の
医
師
養
成
数
増
の
依
頼
を
受
け
、
地
域
に
学
生
（
卒
業
生
）を
定
着
さ
せ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
、
卒
業
後
に
勤
務
す

る
地
域
を
指
定
し
た
学
校
推
薦
型
選
抜
（
地
域
特
別
枠
）を
実
施
し
、
平
成
25
年
度
以
降
の
入
学
定
員
を
10
名
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
5年
5月
1日
現
在

の
在
学
者
は
62
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
入
試
で
は
、
医
師
と
し
て
活
躍
す
る
に
十
分
な
資
質
と
明
確
な
目
的
意
識
を
持
ち
、
兵
庫
県
の
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
強
い
関
心
を
持
ち
、

地
域
に
定
着
す
る
意
志
の
あ
る
学
生
の
入
学
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

但
馬
地
区
・
丹
波
地
区
・
播
磨
地
区
な
ど
、ひ
ょ
う
ご
の
未
来
を
築
く
7つ
の
地
域
に
分
か
れ
、
住

民
講
話
、
医
療
体
験
実
習
、
訪
問
診
療
や
地
場
産
業
の
見
学
な
ど
地
域
医
療
の「
今
」を
体
感
し
て

来
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
は
、
本
学
医
学
部
医
学
科
の
学

生
に
対
し
て
、
将
来
医
師
と
し
て
兵
庫
県
内

の
地
域
医
療
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
者
を
対

象
と
し
た
医
師
修
学
資
金
と
し
て
奨
学
金
を

準
備
し
て
い
ま
す
。
学
校
推
薦
型
選
抜
（
地

域
特
別
枠
）
合
格
者
に
対
し
て
、こ
の
制
度

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
一
定
の
期
間
、
兵
庫
県

が
指
定
す
る
地
域
・
病
院
に
勤
務
し
た
場

合
は
、
修
学
資
金
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
奨
学
金
制
度
の
詳
細
は
、
学
校
推
薦

型
選
抜
（
地
域
特
別
枠
）
学
生
募
集
要
項

な
ら
び
に
兵
庫
県
の
兵
庫
県
養
成
医
師
制

度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

兵
庫
県
地
域
特
別
枠

住
民
、
医
療
関
係
者
、
参
加
学
生
を
交
え
た
意
見
交
換
会
の

風
景
で
す
。
医
療
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
文
化
や
暮
ら
し
な

ど
幅
広
い
分
野
の
内
容
が
討
論
さ
れ
ま
す
。

訪
問
診
療
の
風
景
で
す
。
実
際
に
患
者
さ
ん
宅
を
訪
問
し
、
訪

問
診
療
で
必
要
な
技
術
や
知
識
、さ
ら
に
は
患
者
さ
ん
の
暮
ら

し
を
学
び
ま
す
。

医
学
部
在
学
中
か
ら
、
最
先
端
の
医
学
研
究
を
体
験
・
実
践
で
き
る

地
域
に
貢
献
で
き
る
医
師
を
目
指
す

TO
PI

X

ME
SS

AG
E
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
り
が
い
や
コ
ー
ス
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ME
SS

AG
E
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
り
が
い
や
コ
ー
ス
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

川
浦
 理
貴
志
さ
ん

私
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
iP
S細
胞
や
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
研
究
を

知
り
、
想
像
を
超
え
た
生
命
現
象
に
好
奇
心
を
か
き
た
て
ら
れ
、
入
学
後

ま
も
な
く
研
究
室
に
通
い
始
め
ま
し
た
。そ
こ
で
見
聞
し
た
議
論
や
研
究

内
容
、
論
文
、
講
演
会
に
刺
激
を
受
け
、自
分
も
生
命
の
謎
に
挑
み
た
い

と
思
い
、
医
学
部
卒
業
前
に
大
学
院
で
研
究
し
博
士
号
を
取
得
す
る

M
D
-P
hD
コ
ー
ス
に
進
み
大
学
院
で
は
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
脳
機
能
変
化

の
解
明
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
神
戸
大
学
で
は「
基
礎
・
臨
床
融
合
に
よ

る
基
礎
医
学
研
究
医
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
よ
り
1年
次
か
ら
6年
次

ま
で
研
究
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
学
会
に
参
加
し
た
り
、
学
内
外
の
研

究
熱
心
な
学
生
と
交
流
す
る
機
会
が
得
ら
れ
ま
す
。
神
戸
大
学
医
学
部

医
学
科
で
研
究
に
挑
戦
し
切
磋
琢
磨
し
ま
し
ょ
う
。

沼
  知
里
さ
ん

M
D
-P
ｈ
D
コ
ー
ス

（
学
部
教
育
5
年
）

何
度
で
も
失
敗
で
き
る
。そ
れ
が
学
生
で
研
究

す
る
こ
と
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。学

生
は
、失
敗
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
得
で
す
。い
ろ
ん

な
挑
戦
を
し
、い
ろ
ん
な
失
敗
を
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
興
味
の
方
向
性
が
見
定
ま
り
、将
来
の

選
択
肢
が
無
限
に
広
が
り
ま
す
。そ
ん
な
挑
戦
の

ひ
と
つ
に「
研
究
」は
い
か
が
で
す
か
？
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、研
究
の
テ
ー
マ
も
ペ
ー
ス
も
、

学
生
の
主
体
性
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。神
戸
大

学
の
自
由
な
研
究
室
で
、自
分
の
心
惹
か
れ
る

テ
ー
マ
を
、と
こ
と
ん
追
求
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
5
年
）

川
端
 野
乃
子
さ
ん

（
令
和
４
年
度
卒
）

※
1　
5年
次
で
の
博
士
課
程
入
学
可
　
　
※
2　
医
学
科
休
学

●
基
礎
医
学
研
究
医
養
成
の
プ
ロ
セ
ス

新
医
学
研
究

コ
ー
ス

基
礎
配
属

実
習

基
礎
・
臨
床

融
合
ポ
ス
ト

1
2

研
究
ポ
ス
ト

学部
教育

研
究
ポ
ス
ト

大
学
院
・

早
期
研
究

ス
タ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム

卒 後 臨 床 教 育

大
学
院

1
2

D
4

D
3

D
2

D
1

研
修
医

学
　
部
　
教
　
育

医
学
研
究

3
4

大
学
院

医
学
研
究

3
4

5
6

学
　
部
　
教
　
育

基
礎
系
ポ
ス
ト

5
6

D
1～
D
4

M
D
-P
hD
コ
ー
ス

※
2

医学
研究

学部
臨床 教育

※
1

ー学則変更の趣旨ー34ー
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医
学
部
医
学
科
お
よ
び
医
学
研
究
科
で
は
外
国
の
教
育
研
究
機
関
と
の
間
で
学
術
交
流
協
定
、
学
生
交
流
細
則
を
締
結
し
、
共
同
研
究
、
教
員
の
交
流
、

学
生
の
交
流
、
最
新
の
医
学
情
報
の
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
提
携
校
は
ア
ジ
ア（
中
国
、
台
湾
、
韓
国
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、タ
イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、フ
ィ
リ
ピ

ン
、マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
）、
北
米
（
米
国
、カ
ナ
ダ
）、
欧
州
（
ド
イ
ツ
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
、ベ
ル
ギ
ー
）に
あ
り
、
活
発
な
国
際
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
研
究
留

学
で
は
米
国
、カ
ナ
ダ
、ド
イ
ツ
、イ
ギ
リ
ス
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
世
界
最
先
端
の
研
究
室
へ
留
学
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
か
ら
多
く
の

留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
国
際
交
流
を
推
進
す
る
た
め
に
20
17
年
4月
に
次
世
代
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
N
ex
t 
G
en
er
at
io
n 
In
te
rn
at
io
na
l 

C
en
te
r: 
N
IC
）を
設
置
し
、
学
生
や
教
職
員
の
国
際
交
流
な
ら
び
に
外
国
人
留
学
生
の
受
入
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
海
外
留
学
の
費
用
は
日
本

学
生
支
援
機
構
海
外
留
学
支
援
制
度
や
神
緑
会
（
医
学
部
医
学
科
同
窓
会
）、
医
学
部
医
学
科
後
援
会
の
寄
付
金
か
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

ME
SS

AG
E
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

実
際
に
研
修
に
参
加
し
た
感
想
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
は
8月
に
ハ
ワ
イ
で
行
わ
れ
た
語
学
研
修
に
参
加
し
ま
し

た
。参
加
者
は
全
国
の
大
学
か
ら
集
ま
り
、新
た
な
出
会
い
に

恵
ま
れ
た
5日
間
と
な
り
ま
し
た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
心
は
、患

者
役
を
し
て
下
さ
る
ハ
ワ
イ
大
学
の
医
学
生
に
問
診
を
取
り
、

現
地
で
働
く
先
生
方
に
症
例
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
頂
く
ほ
か
、現
地
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
病
院
、

医
学
部
を
訪
問
し
た
り
と
学
び
も
遊
び
も
充
実
し
た
日
々
と
な

り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た

先
生
方
に
感
謝
致
し
ま
す
。神
戸
大
学
で
は
、日
本
の
み
な
ら

ず
海
外
で
活
躍
す
る
医
師
と
も
出
会
う
機
会
に
恵
ま
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
入
学
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

近
藤
 杏
名
さ
ん

語
学
研
修

（
令
和
2
年
度
卒
）

神
戸
大
学
医
学
部
で
は
、
6年
次
に
東
南
ア
ジ
ア
や
ア
メ
リ

カ
の
病
院
で
2
～
4週
間
の
実
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
地
の
病
院
を
見
る
ま
で
は
、「
日
本
と
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
の
だ
ろ
う
？
」と
想
像
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。し
か
し
意
外

に
も
、日
本
の
医
療
と
の
共
通
点
は
多
い
も
の
で
す
。
医
療

の
世
界
は
高
度
に
国
際
標
準
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
で

き
る
は
ず
で
す
。ま
た
、
海
外
の
医
学
生
は
私
た
ち
と
比
べ
物

に
な
ら
な
い
ほ
ど
勉
強
熱
心
で
意
欲
的
で
あ
る
こ
と
に
も
驚

く
と
思
い
ま
す
。
彼
ら
の
姿
勢
を
見
て
、
皆
さ
ん
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
て
下
さ
い
。

大
田
 聡
一
郎
さ
ん

海
外
実
習

（
令
和
元
年
度
卒
）

協
力
大
学
・
病
院
先

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学

マ
ヒ
ド
ン
大
学
（
シ
リ
ラ
ー
病
院
、

ラ
マ
チ
ボ
デ
ィ
病
院
）

チ
ェ
ン
マ
イ
大
学

ア
イ
ル
ラ
ン
ガ
大
学

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学

ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学

デ
ィ
ポ
ネ
ゴ
ロ
大
学

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
マ
ニ
ラ
校

国
際
医
科
大
学
（
マ
レ
ー
シ
ア
）

中
国
医
科
大
学

台
北
医
学
大
学

高
雄
医
学
大
学

グ
ラ
ー
ツ
医
科
大
学

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学

ハ
ワ
イ
大
学

H
aw
ai
i T
ok
ai
 

In
te
rn
at
io
na
l C
ol
le
ge

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

機
構
図

■
医
　
学
　
科

■
医
学
部
附
属
病
院

■
医
　
学
　
部
　
教
育
研
究
施
設

■
医
学
研
究
科
　
教
育
研
究
施
設

■
医
科
学
専
攻

■
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻

神
戸
大
学

K
ob

e 
U

ni
ve

rs
it

y

医
　
学
　
部

■
医
学
部
附
属
病
院
国
際
が
ん
医
療
・
研
究
セ
ン
タ
ー

■
診
　
療
　
科

■
中
央
診
療
施
設
等

■
企
画
・
管
理
部
門

■
薬
　
剤
　
部

■
看
　
護
　
部

■
医
療
技
術
部

大
学
院
医
学
研
究
科

■
生
理
学
・
細
胞
生
物
学
講
座

膜
動
態
学

細
胞
生
理
学

生
理
学

神
経
情
報
伝
達
学

生
体
構
造
解
剖
学

神
経
分
化
・
再
生

分
子
脳
科
学

発
生
・
再
生
医
学

■
病
理
学
講
座

病
理
学

病
理
診
断
学

■
微
生
物
感
染
症
学
講
座

微
生
物
学

臨
床
ウ
イ
ル
ス
学

感
染
制
御
学
　

感
染
治
療
学

感
染
症
フ
ィ
ー
ル
ド
学

感
染
・
免
疫
学

■
内
科
学
講
座

循
環
器
内
科
学

消
化
器
内
科
学

呼
吸
器
内
科
学

糖
尿
病
・
内
分
泌
・
総
合
内
科
学

腎
臓
・
免
疫
内
科
学

脳
神
経
内
科
学

腫
瘍
・
血
液
内
科
学

血
液
内
科
学

■
内
科
系
講
座

放
射
線
医
学

放
射
線
腫
瘍
学

小
児
科
学

皮
膚
科
学

精
神
医
学

臨
床
検
査
医
学

立
証
検
査
医
学（
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
）

病
因
病
態
解
析
学

医
療
情
報
学

先
端
緩
和
医
療
学

病
態
情
報
学

薬
剤
学

シ
ス
テ
ム
病
態
生
物
学

小
児
先
端
医
療
学

ゲ
ノ
ム
医
療
学

■
外
科
学
講
座

食
道
胃
腸
外
科
学

肝
胆
膵
外
科
学

乳
腺
内
分
泌
外
科
学

心
臓
血
管
外
科
学

呼
吸
器
外
科
学

小
児
外
科
学

低
侵
襲
外
科
学

国
際
が
ん
医
療
・
研
究
推
進
学

■
外
科
系
講
座

整
形
外
科
学

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
回
復
学

脳
神
経
外
科
学

眼
科
学

耳
鼻
咽
喉
科
頭
頸
部
外
科
学

腎
泌
尿
器
科
学

産
科
婦
人
科
学

形
成
外
科
学

麻
酔
科
学

口
腔
外
科
学

災
害
・
救
急
医
学

小
児
高
度
専
門
外
科
学

■
地
域
社
会
医
学
・
健
康
科
学
講
座

医
学
教
育
学

地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学

A
I・デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス
科
学

医
療
シ
ス
テ
ム
学

規
制
科
学

生
物
統
計
学

橋
渡
し
科
学

医
薬
食
品
評
価
科
学

疫
学
法
医
学

地
域
連
携
病
理
学

健
康
創
造
推
進
学

医
工
探
索
創
成
学

■
未
来
医
学
講
座

幹
細
胞
医
学

分
子
疫
学

高
分
解
能
生
体
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
学

バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
統
合
解
析
科
学

微
生
物
学
応
用
創
薬
科
学

創
薬
・
分
子
構
造
医
療
学

■
生
化
学
・
分
子
生
物
学
講
座

生
化
学
・シ
グ
ナ
ル
統
合
学

分
子
細
胞
生
物
学

膜
生
物
学

超
微
構
造
生
物
学

薬
理
学

国
際
交
流

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
活
躍
で
き
る
優
れ
た
医
師
及
び
医
学
研
究
者
の
育
成
の
た
め
に

ー学則変更の趣旨ー35ー



9
8

医
学
科
6
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
卒
業
後
ま
で
の
流
れ

教
養
教
育

医
師
を
志
す
に
あ
た
っ
て
の
、基
本
的
な

知
識
、倫
理
観
、人
間
性
を
養
い
ま
す
。

実
技
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
始
、実
際

の
診
断
と
治
療
を
学
び
ま
す
。

基
礎

医
学

臨
床

医
学

1　
年
　
次

2　
年
　
次

3　
年
　
次

科
学
と
し
て
の
医
学
の
基
礎
を
身
に
付
け

ま
す
。

基
礎
医
学
か
ら
臨
床
医
学
へ
と
学
び
が
進

み
ま
す
。

入

　 　 　
学

共 用 試 験CBT ／OSCE

医 師 国 家 試 験

卒

　
業

卒 業 後 臨 床 研 修

専 門 領 域

1
2

3
●
教
養
科
目

●
転
換
教
育
科
目

●
共
通
専
門
基
礎
科
目

心
と
行
動
等

●
総
合
医
学

地
域
医
療
学

●
新
医
学
研
究
コ
ー
ス

●
転
換
教
育
科
目

医
学
英
語
1・
2

●
基
礎
医
学

解
剖
学
・
組
織
学
・
生
理
学
等

●
基
礎
・
臨
床
融
合
科
目

イ
メ
ー
ジ
ン
グ

臨
床
遺
伝
学
・
腫
瘍
学

●
総
合
医
学

地
域
医
療
学

●
高
度
教
養
科
目

英
語
ア
ド
バ
ン
ス
ド
・
コ
ー
ス

医
学
史
と
医
学
概
論
等

●
総
合
実
習

基
礎
配
属
実
習
1

早
期
臨
床
実
習
1

4　
年
　
次 4

●
臨
床
医
学

　
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

臨
床
医
学
講
義
3

症
候
別
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

IP
W

●
総
合
実
習

臨
床
医
学
基
本
実
習

地
域
社
会
医
学
実
習

●
医
学
研
究
（
2）

6　
年
　
次 6

●
総
合
実
習

臨
床
実
習
2

臨
床
実
習
3

●
総
合
医
学

臨
床
総
括
講
義

●
医
学
研
究
（
4）

病
棟
の
診
療
チ
ー
ム
に
参
加
し
、医

師
と
し
て
必
要
な
知
識
、思
考
法

（
臨
床
推
理
）、
技
術（
ス
キ
ル
）、
態

度
の
基
本
的
な
内
容
を
学
び
ま
す
。

学
生
自
身
が
臨
床
実
習
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
設
計
し
、大
学
病
院
内
外
の

実
習
病
院
で
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

5　
年
　
次 5

●
総
合
実
習

臨
床
実
習
1

●
医
学
研
究
（
3）

●
基
礎
医
学

公
衆
衛
生
学
・
法
医
学

●
基
礎
・
臨
床
融
合
科
目

薬
理
学
お
よ
び
臨
床
薬
理
学

●
臨
床
医
学
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

臨
床
医
学
講
義
1・
2

●
医
学
研
究
（
1）

●
総
合
医
学

診
断
学
総
論
・
地
域
医
療
学
等

●
総
合
実
習

早
期
臨
床
実
習
2

●
高
度
教
養
科
目

英
語
ア
ド
バ
ン
ス
ド
・
コ
ー
ス

地
域
医
療
シ
ス
テ
ム
学

行
動
科
学

※
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
令
和
5年
度
入
学
の
も
の
で
す

※
臨
床
実
習
１
、臨
床
実
習
２
、臨
床
実
習
３
は
、配
当
学
年
に
先
立
っ
て
実
習
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

卒 業 試 験

卒 業 時OSCE

白
衣
を
身
に
つ
け
、
患
者
さ
ん
の
話
を
聞
き
、
聴
診
器
を
あ
て
る
…
 医
学
生
の
実
習
と
い
え
ば
こ
の
よ
う
な
光
景
が
思
い
浮
か
び
ま
せ
ん
か
？
4年
次
後

半
に
な
る
と
、
皆
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
臨
床
実
習
が
始
ま
り
ま
す
。

5年
次
の
Be
d 
Si
de
 L
ea
rn
in
g（
現
：
臨
床
実
習
１
）で
は
、
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
全
診
療
科
を
回
り
ま
す
。
入
院
患
者
さ
ん
の
診
察
・

上
級
医
へ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
術
野
で
の
手
術
参
加
な
ど
、
初
め
て
の
臨
床
現
場
で
慣
れ
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
熱
心
な
先
生
と
実
習
班
の
仲

間
達
に
支
え
ら
れ
て
過
ご
す
10
ヶ
月
間
は
、か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
す
。

6年
次
の
個
別
計
画
実
習（
現
：
臨
床
実
習
3）
で
は
、
実
習
先
と
診
療
科
を
自
由
に
選
択
す
る
た
め
、自
分
自
身
の
興
味
の
あ
る
分
野
を
突
き
詰
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
神
戸
大
学
の
特
徴
で
す
。
私
は
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
志
望
科
で
あ
る
産
婦
人
科
へ
の
見
識
を
深
め
、
岩
手
県
で
地
域
実
習
、そ
し

て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
海
外
実
習
を
経
験
し
、
医
学
生
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
一
人
間
と
し
て
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

神
戸
大
学
で
は
皆
さ
ん
の
な
り
た
い
医
師
に
な
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
リ
ソ
ー
ス
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
あ
な
た
の
理
想
の
医
師
像
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

受
験
勉
強
は
本
当
に
大
変
で
す
。
逃
げ
出
し
た
く
な
る
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
、「
高
い
山
ほ
ど
良
い
絶
景
が

待
っ
て
い
る
」と
い
う
こ
と
わ
ざ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
厳
し
い

受
験
戦
争
の
先
に
は
個
性
的
な
仲
間
と
主
体
的
に
学
ぶ
輝

か
し
い
大
学
生
活
が
待
っ
て
い
ま
す
。
入
学
式
の
日
、
会
え

る
こ
と
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。「
私
、
失
敗
し
な
い
の

で
。」
の
精
神
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ME
SS

AG
E
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
り
が
い
や
コ
ー
ス
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ME
SS

AG
E
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
り
が
い
や
コ
ー
ス
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

善
野
 真
太
郎
さ
ん

（
2
年
）

医
学
科
で
は
２
年
次
の
前
期
に
解
剖
学
の
講
義
が
開
講
さ

れ
て
い
ま
す
。
教
科
書
で
し
か
見
た
こ
と
の
無
か
っ
た
、身
体

の
様
々
な
構
造
を
実
際
に
目
に
し
た
り
触
れ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
、
医
学
知
識
を
身
に
付
け
る
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ

け
ま
し
た
。そ
し
て
そ
の
経
験
か
ら
、
今
考
え
て
も
、
今
ま
で

の
講
義
の
中
で
解
剖
学
実
習
が
私
に
と
っ
て
は
最
も
印
象
深

い
も
の
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。２
年
次
の
初
め
か
ら
そ
の

よ
う
に
本
格
的
に
医
学
を
学
べ
る
医
学
科
に
、
皆
さ
ん
が
ご

入
学
さ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

田
端
 理
央
奈
さ
ん

（
4
年
）

周
 詩
佳
さ
ん

（
令
和
4
年
度
卒
）

医
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

目
指
せ
、
Ph
ys
ic
ia
n 
Sc
ie
nt
is
t

1年
次
に
全
学
共
通
科
目
と
、
専
門
教
育
の
基
礎
的
科
目
を
学
び
ま
す
。
2・
3年
次
の
基
礎
医
学
科
目
に
お
い
て
は
、
人
体
の
構
造
と
機
能
、
病
理
・
病
態
を
中
心
に
講

義
・
実
習
で
学
び
ま
す
。
3年
次
か
ら
並
行
し
て
臨
床
医
学
教
育
が
始
ま
り
、
講
義
の
ほ
か
4年
次
に
は
問
題
解
決
型
教
育
（
症
候
別
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
）や
臨
床
技
能
実

習
を
行
い
ま
す
。
4年
次
後
半
に
は
、
全
国
統
一
基
準
に
よ
る
共
用
試
験
C
BT
（
知
識
）と
臨
床
実
習
前
O
SC
E（
技
能
・
態
度
）を
受
験
し
、
合
格
す
れ
ば
臨
床
実
習
へ

と
進
み
ま
す
。
5年
次
は
、
大
学
病
院
に
て
診
療
参
加
型
実
習
を
行
い
、
医
師
と
し
て
の
知
識
・
技
能
・
態
度
を
修
得
し
ま
す
。
6年
次
は
、
選
択
式
の
診
療
参
加
型
臨
床

実
習
・
海
外
臨
床
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、さ
ら
に
研
鑽
を
積
み
ま
す
。
以
上
と
並
行
し
、
6年
間
に
縦
断
的
に
、
医
学
研
究
、デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
、
医
学
英
語
、
地
域
医

療
を
重
点
的
に
学
び
ま
す
。
最
後
に
臨
床
実
習
後
O
SC
E・
卒
業
試
験
の
合
格
を
も
っ
て
卒
業
と
な
り
ま
す
。な
お
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
継
続
的
改
革
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

個
々
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
随
時
改
定
し
て
い
ま
す
。

●
基
礎
医
学

生
化
学

ー学則変更の趣旨ー36ー
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キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

医
学
科
の
６
年
間
、
勉
学
・
サ
ー
ク
ル
活
動
・
様
々
な
行
事
に
彩
ら
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
が
待
っ
て
い
ま
す
！

１
年
次
で
は
、
六
甲
キ
ャ
ン
パ
ス
で
異
な
る
学
部
の
学
生
と
と
も
に
学
び
、２
年
次
か
ら
は
医
学
部
附
属
病
院
が
隣
接
す
る
楠
キ
ャ
ン
パ
ス
で
本
格
的
に
医

学
・
医
療
の
専
門
知
識
や
技
術
の
習
得
に
励
み
ま
す
。

多
く
の
医
学
生
が
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
に
も
熱
心
に
取
り
組
み
、自
己
の
可
能
性
を
再
発
見
で
き
る
と
と
も
に
、
医
師
・
医
学
研
究
者
と
し
て
大
切
な
人

間
性
の
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

単
位
修
得
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や

教
職
員
・
先
輩
学
生
を
交
え
、

今
後
の
医
療
・
研
修
を
担
う
べ

き
医
師
像
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
す
。ま
た
、数
人
ず
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、医
療
の

基
礎
や
A
ED
、人
工
呼
吸
を

上
級
生
か
ら
学
ぶ
救
急
講
習

会
が
行
わ
れ
ま
す
。

新
歓
合
宿

医
学
部
、病
院
の
執
行
部（
諸

先
輩
）か
ら
白
衣
を
着
せ
て
頂

き
ま
す
。 
新
た
な
気
持
ち
で
、

臨
床
実
習
に
臨
み
ま
す
。医
療

系
大
学
間
共
用
試
験
実
施
評

価
機
構
が
実
施
す
る
共
用
試

験（
C
B
T、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）に
合
格

す
る
と
、臨
床
現
場
へ
進
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

白
衣
授
与
式

医
学
科
主
催
の
大
学
祭
で
す
。

学
生
・
地
域
の
方
々
の
交
流

や
来
場
者
の
方
々
に
医
学
科

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
、
医
学
科
軽

音
部
な
ど
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
企

画
や
骨
密
度
・
肌
年
齢
を
測

定
で
き
る
ブ
ー
ス
な
ど
様
々
な

企
画
を
催
し
て
い
ま
す
。

大
倉
山
祭

神
戸
大
学
の
学
位
記
授
与
式

は
、ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の

ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル
で
全

学
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。そ
の

後
、
医
学
部
医
学
科
生
は
、

医
学
部
長
か
ら
一
人
ず
つ
学

位
記
を
手
渡
さ
れ
ま
す
。ま

た
、
優
秀
な
成
績
を
修
め
た

学
生
に
は
、
醫
王
賞
を
授
与

し
ま
す
。

学
位
記
授
与
式

●
学
生
課
外
活
動
ク
ラ
ブ
一
覧

●
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■
文
化
系

写
真
部

軽
音
楽
部

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
愛
好
会

美
術
部

ES
S

東
洋
医
学
研
究
会

小
児
病
棟
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
O
pe
n 
Fu
tu
re
 C
lu
b）

C
.N
.F

シ
ス
テ
ム
医
学
研
究
会

■
運
動
系

ラ
グ
ビ
ー
部

野
球
部

サ
ッ
カ
ー
部

硬
式
テ
ニ
ス
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

卓
球
部

ヨ
ッ
ト
部

空
手
道
部

水
泳
部

柔
道
部

剣
道
部

弓
道
部

ラ
ン
ニ
ン
グ
部

ダ
ン
ス
部

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

ス
キ
ー
部

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
部

ゴ
ル
フ
部

合
気
道
部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

フ
ッ
ト
サ
ル
部

4月 ●
入
学
式

●
新
入
生
歓
迎
合
宿

●
新
入
生
歓
迎
祭

●
健
康
診
断

5月 ●
神
戸
大
学
創
立
記
念
日

7月 前
期
期
末
試
験
※

8月 ●
前
期
授
業
終
了
※

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

●
西
医
体

　（
西
日
本
医
科
学
生
総
会
体
育
大
会
）

10
月

●
後
期
授
業
開
始
※

CA
MP

US
 LI

FE

11
月

●
大
倉
山
祭

●
六
甲
祭

●
解
剖
体
慰
霊
祭

12
月

●
冬
季
休
業
開
始

1月 ●
冬
季
休
業
終
了

●
後
期
期
末
試
験
※

2月 ●
後
期
授
業
終
了
※

3月 ●
学
位
記
授
与
式

※
は
学
年
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

ー学則変更の趣旨ー37ー



村
上
 卓
道
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神
戸
大
学
医
学
部
医
学
科
は
医
学
教
育
機
関
と
し
て
約
80
年
の
歴
史

を
有
し
、国
内
外
で
活
躍
す
る
優
秀
な
医
師
／
医
学
研
究
者
を
多
数
輩

出
し
て
き
ま
し
た
。ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・
ポ
リ
シ
ー
に
、豊
か
な
人
間
性
、高

い
倫
理
観
と
高
度
な
専
門
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
、そ
し
て
飽
く
な
き

探
究
心
と
高
い
創
造
力
と
い
う
科
学
者
と
し
て
の
視
点
を
持
っ
た
医
師
お

よ
び
医
学
研
究
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。国
際
都
市
神
戸
に
立
地
す
る
大
学
と
し
て
、医
学
・
医
療
に
お
い
て
世

界
規
模
の
視
点（
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
）を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。ま

た
、兵
庫
県
と
い
う
大
き
な
医
療
圏
の
医
療
を
担
う
国
立
大
学
医
学
部
と

し
て
、地
域
社
会
の
視
点（
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
）も
重
要
で
す
。医
学
教
育

に
お
い
て
は
、国
際
性
と
地
域
性
双
方
の
視
点
を
涵
養
し
、世
界
・
地
域

の
医
学
・
医
療
に
貢
献
で
き
る
医
師
／
医
学
研
究
者
の
育
成
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。神
戸
大
学
医
学
部
医
学
科
は
、現
在
、そ
し
て
未
来

に
亘
り
、“
ひ
と
の
命
と
向
き
合
い
、最
高
の
医
療
を
提
供
す
る
” こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
神
戸
大
学
か
ら
様
々
な
分
野
で
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
優
れ
た
医
師
・
医
学
研
究
者
を
育
成
す
る
た
め

に
日
夜
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

本
学
部
医
学
科
が
目
指
す
使
命
や
理
念
を
理
解
し
て
、入
学
後
、勉
学
や

実
習
に
勤
し
む
た
め
の
基
礎
知
識
・
能
力
と
旺
盛
な
学
修
意
欲
を
併
せ

持
つ
優
れ
た
学
生
の
入
学
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。入
学
試
験
で
は
、一
般

21
世
紀
に
お
い
て
医
学
・
医
療
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
治
療
法
が
全
く
な
か
っ
た
疾
患
を
治
癒
さ

せ
て
し
ま
う
治
療
薬
が
開
発
さ
れ
、
精
細
で
立
体
的
な
画
像
診
断
が
可
能
に
な
り
、
侵
襲
の
少
な
い
外
科
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
が
進

歩
し
、
迅
速
な
遺
伝
子
解
析
と
個
別
化
医
療
が
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
A
Iに
よ
る
診
断
の
効
率
化
も
近
い
将
来
に
実
現
化
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
方
、
難
治
性
疾
患
に
苦
し
む
患
者
さ
ん
が
多
数
存
在
し
、
高
齢
化
社
会
、
医
療
資
源
の
偏
在
化
、
20
19

年
に
突
如
出
現
し
、
世
界
中
を
席
巻
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
な
ど
、
医
学
上
の
困
難
な
問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

医
療
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
増
加
す
る
一
方
な
の
で
す
。そ
ん
な
時
代
に
お
い
て
も
、
高
い
理
想
を
持
ち
、
医

師
・
医
学
研
究
者
を
目
指
す
若
者
に
、
是
非
、
神
戸
大
学
医
学
部
医
学
科
へ
の
進
学
を
目
指
し
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
神

戸
大
学
医
学
部
医
学
科
は
、
次
世
代
の
医
学
、
医
療
の
進
歩
の
担
い
手
と
な
る
優
秀
な
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
明
治
2年
（
18
69
年
）に
開
院
し
た「
神
戸
病
院
」に
始
ま
り
、の
ち
に
兵
庫
県
立
医
科
大

学
、そ
し
て
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
開
設
に
際
し
て
は
、
開
港
し
て
間
も
な
い
神
戸
に

お
い
て
諸
外
国
に
引
け
を
と
ら
な
い
医
療
を
広
く
提
供
す
る
た
め
、
初
代
兵
庫
県
知
事
で
あ
っ
た
伊
藤
博
文
ら
の
呼
び
か
け
に

よ
っ
て
地
元
の
方
々
か
ら
寄
付
が
集
め
ら
れ
、
神
戸
ら
し
い
洋
館
の
病
院
が
建
築
さ
れ
、ア
メ
リ
カ
人
医
師
ヴ
ェ
ッ
ダ
ー
が
初
代

院
長
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
に
は
創
立
15
0周
年
を
迎
え
た
歴
史
の
中
で「
地
域
に
根
差
し
た
国
際
的
先
進
医
療
の

実
践
」と
い
う
開
院
当
時
の
理
念
が
脈
と々
受
け
継
が
れ
、
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

本
院
は
、
“①
患
者
中
心
の
医
療
の
実
践
、②
人
間
性
豊
か
な
医
療
人
の
育
成
、③
先
進
医
療
の
開
発
と
推
進
、④
地
域
医
療
連

携
の
強
化
、⑤
災
害
救
急
医
療
の
拠
点
活
動
、⑥
医
療
を
通
じ
て
の
国
際
貢
献
”を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
地
域
医
療
構
想
に
お

け
る
高
度
急
性
期
病
院
と
し
て
、ま
た
、
国
の
指
定
に
よ
る
特
定
機
能
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
診
療
に
お
い
て
は
チ
ー
ム
医
療
が
基
本
で
あ
り
、
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
の
通
り
で
す
。そ
の
チ
ー
ム
も
、ひ
と

つ
の
診
療
科
の
医
師
チ
ー
ム
か
ら
複
数
の
診
療
科
の
合
同
チ
ー
ム
へ
、そ
し
て
多
職
種
が
参
加
し
た
院
内
チ
ー
ム
、さ
ら
に
は

病
院
の
枠
を
越
え
た
地
域
連
携
へ
と
広
が
っ
て
い
き
、こ
れ
か
ら
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
も
必
須
で
す
。
皆
さ
ん
が
将
来
に
わ

た
っ
て
信
頼
し
あ
え
る
幅
広
い
医
療
人
の
輪
を
構
築
で
き
る
よ
う
、
本
院
で
は
教
育
環
境
の
更
な
る
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
大

き
な
夢
を
持
ち
、
意
欲
に
溢
れ
る
皆
さ
ん
と
診
療
を
と
も
に
す
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

選
抜（
92
名
）、
総
合
型
選
抜（
10
名
）、
学
校
推
薦
型
選
抜
 [（
地
域
特

別
枠
）（
兵
庫
県
養
成
医
師
制
度
）]（
10
名
）、
お
よ
び
学
士
入
学
入
試
 

[（
2年
次
編
入
学
）]（
5名
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。本
学
部
医
学
科
に
お

け
る
特
色
あ
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
は
、（
1）
入
学
後
早
期
か
ら
の

医
学
研
究
教
育
、（
2）
国
際
性
の
高
い
医
学
教
育（
国
際
交
流
）、（
3）
地

域
医
療
教
育
・
研
修
、（
4）
基
礎
臨
床
融
合
教
育
、な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。医
学
研
究
教
育
で
は
、全
国
に
先
駆
け
、1
96
1年
か
ら
学
生

全
員
が
基
礎
医
学
研
究
の
現
場
を
体
験
で
き
る
“基
礎
配
属
実
習
” を
導

入
し
て
お
り
、現
在
で
は
そ
の
前
段
階
と
し
て
“新
医
学
研
究
コ
ー
ス
” も

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、基
礎
医
学
研
究
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、基
礎
配
属
実
習
後
の
医
学
研
究
を
選
択
す
る
こ
と
で
継
続
的
に
研

究
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。M
D
-P
hD

コ
ー
ス
も
設
け
て
お
り
、5
年
次
か
ら
早
期
に
大
学
院
に
進
学
し
、研
究
活

動
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、本
学
部
医
学
科
は
、

多
く
の
欧
米
・
ア
ジ
ア
諸
国
の
第
一
線
の
大
学
・
病
院
と
学
術
交
流
協

定
、学
生
交
流
細
則
を
締
結
し
て
お
り
、5
年
次
に
は
臨
床
英
語
研
修（
米

国
 ハ
ワ
イ
）を
、6
年
次
に
は
臨
床
実
習
3と
し
て
海
外
派
遣
に
よ
り
海
外

留
学
を
体
験
し
、国
際
性
を
涵
養
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。加

え
て
、豊
富
な
地
域
医
療
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム（
研
修
・
実
習
・
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
）が
用
意
さ
れ
て
お
り
、地
域
医
療
の
現
場
を
体
験
し
地
域
医
療
に
つ

い
て
の
見
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。医
学
部
4年
生
は
臨
床
実
習

に
参
加
す
る
た
め
に
共
用
試
験（
C
B
T,
 O
SC
E）
に
合
格
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、2
02
3年
度
か
ら
共
用
試
験
が
公
的
化
さ
れ
、難
易
度
が

上
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。神
戸
大
学
医
学
部
で
は
医
学
教
育

の
さ
ら
な
る
質
の
向
上
を
目
指
し
て
、附
属
医
学
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、教
育
体
制
の
充
実
化
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、神
戸
大
学

医
学
部
附
属
病
院
は
20
21
年
4月
に
“臨
床
研
究
中
核
病
院
” に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。今
後
な
お
一
層
、基
礎
臨
床
融
合
教
育
が
活
性
化
さ
れ
、

Ph
ys
ic
ia
n-
Sc
ie
nt
is
ts
の
育
成
が
加
速
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
災
禍
は

大
き
な
社
会
変
容
を
き
た
し
、医
学
・
医
療
お
よ
び
医
学
教
育
に
お
い
て

大
き
な
変
化
が
も
と
め
ら
れ
ま
し
た
。ウ
ィ
ズ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お

い
て
、医
学
教
育
・
研
究
の
リ
モ
ー
ト
化
・デ
ジ
タ
ル
化
は
喫
緊
の
課
題
で

し
た
が
、本
学
部
医
学
科
で
は
積
極
的
に
整
備
し
て
き
ま
し
た
。文
部
科

学
省「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
大
学
・
高
専
教
育
高
度
化
プ
ラ
ン
」が
採
択

さ
れ
、本
学
部
医
学
科
で
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
に
よ
る
“ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
型
授
業
” や
“ブ
レ
ン
ド
型
授
業
” を
構
築
・
整
備
し
、よ
り
安
心
・
安
全

な
教
育
体
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
災
禍
に
よ
り
学
生
は
じ
め
多
く
の
方
々
が
、心
身

M
ES

SA
G

E
医
学
研
究
科
長
・
医
学
部
長
・
医
学
科
長
・
附
属
病
院
長
挨
拶

医
学
科
長
挨
拶

医
学
研
究
科
長
・
医
学
部
長
挨
拶

医
学
研
究
科
長
・
医
学
部
長

に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
受
け
ま
し
た
。本
学
部
医
学
科
で
は
、チ
ュ
ー
タ
ー

制
度
を
設
け
、学
生
の
心
の
ケ
ア
に
も
十
分
配
慮
し
、学
修
者
本
位
の
教

育
や
学
び
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。2
02
3年
5月
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
症
法
5類
に
移
行
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、行
動
制
限
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、従
来
の
自
由
な
大
学
生
活
が
戻
っ

て
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。2
02
3年
6月
に
は
楠
キ
ャ
ン
パ
ス

に
7階
建
て
の
新
福
利
厚
生
棟
が
完
成
し
ま
す
。ラ
ー
ニ
ン
グ
・コ
モ
ン
ズ

の
新
設
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、高
い
意
欲
を
持
っ
た
学
生

が
多
数
入
学
し
、切
磋
琢
磨
し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

勝
二
 郁
夫

医
学
科
長

附
属
病
院
長
挨
拶

眞
庭
  謙
昌

附
属
病
院
長
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兵
庫
県
老
人
福
祉
協
会
お
よ
び
神
戸
市
老
人
福
祉
連
盟
と
連
携
し
、
約
60
施
設
（
老
健
/特
養
）
で
の
実
習

兵
庫
県
お
よ
び
神
戸
市
の
特
別
支
援
学
校
校
長
会
と
連
携
し
、
特
別
支
援
学
校
で
実
習

県
内
外
の
地
域
医
療
を
先
進
的
に
取
り
組
む
施
設
で
の
実
習

兵
庫
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
と
連
携
し
、
約
60
施
設
（
訪
問
看
護
）
で
の

実
習
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基礎・臨床融合による
基礎医学研究医の
養成プログラム

真のクリニシャン・サイエンティストを目指せ！

Kobe University
Graduate School of Medicine/
School of Medicine
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1
Purpose of the program

プログラムの目的Kobe University
Graduate School of Medicine/
School of Medicine

ー学則変更の趣旨ー141ー



02

　神戸大学医学部医学科は、世界に開かれた国際都市神戸に立地する大学
として、豊かな人間性、高い倫理観ならびに高度な専門知識・技能を身につ
け、旺盛な探求心と創造力を有する科学者としての視点を持ち、グローバル
な視野で活躍できる医師及び医学研究者の養成を積極的に推進しており、こ
れまでも第一線で活躍する基礎医学研究者を数多く輩出してきました。医学
部では形態（解剖学・組織学・病理学）、機能（生理学・生化学・分子生物学・薬
理学）、免疫（微生物学・ウイルス学）、社会医学（法医学・公衆衛生学）、そし
て臨床医学と、様々な角度から生命体、その中でも特に人間の体について学
びます。この全人的、多角的な視点の育成こそが医学研究者のアイデンティ
ティであり、医学研究者が活躍できる原動力となり、生命原理の解明、難治疾
患の病態解明、先端医療開発などを通じて医学・医療の創出に貢献すること
ができます。しかし、卒後臨床研修の義務化・新専門医制度の導入・臨床実習
期間の長期化など様々な要因によって全国的な基礎医学研究者の減少が顕
在化しており、日本の医学研究は非常に厳しい局面に立たされています。そ
のような状況の中、基礎医学研究者養成の必要性の機運が高まり、各大学で
独自の研究医養成プロジェクトを立ち上げ始めています。

　神戸大学医学部医学科では、平成24年度から独自の取り組みとして「基礎
医学研究医育成コース」を設置し、6年間の医学教育の中で一貫したリサー
チマインド涵養のための教育プロジェクトを実施しています。医学部の１年生
から研究に取り組める環境を提供し、医学研究を追求したい学生に対して
は、(1) 4年次終了後にMD-PhDコースに進み、早期に博士号を取得できる
コース、(2) 医学部を卒業し初期卒後臨床研修を受けながら大学院の「早期
研究スタートプログラム」に入学して基礎医学研究を行うコースの2つの
キャリアパスを用意しています。この2つのキャリアパスは、純粋に生命現象
を解明したいというボトムアップアプローチ（Interest-driven approach）、
病気から研究課題を提起するトップダウンアプローチ（Disease-oriented 
approach）の双方向からの育成を意識して企画されています。

　このプログラムは、通常の医学教育カリキュラムと並行して進めるもので
あり、医学部の学生の課外活動的な位置付けになります。本プログラムの履
修生は年々増加傾向にあり、クラブ活動同様、先輩・同級生・後輩などの縦・
横の関係も形成されつつあります。各分野の教授・スタッフ・先輩研究者たち
も親身になって指導を行う決意を固めていますので、是非とも一度飛び込ん
でみてください。その中で、若い才能がここ神戸より開花することを切に願っ
ています。

基礎医学研究医育成プロジェクト委員長　仁田 亮
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2
Outline of the program

プログラムの概略Kobe University
Graduate School of Medicine/
School of Medicine
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プログラムの骨格

　大学入学当初より基礎医学に触れることを目的として開講し
ています。入学後から夏休み前までは、基礎医学研究室を紹介
する講義シリーズを開催します。夏休み以降、希望に応じて研究
室での研究活動を体験してもらいます。複数の研究室を体験す
ることも可能なので、自分に合った研究室選びをしてください。

▼

■学部教育におけるシームレスな医学研究教育
［新医学研究コース］→［基礎配属実習］→［医学研究１－４］

■基礎志向、臨床志向の双方に対応する
　２つのコースを設置

●❶ MD-PhDコース

4年次または5年次終了後に大学院に進学し、他のどの学部より早く
博士を取得できるコース

●❷ 大学院・早期研究スタートプログラム

学部教育・臨床研修・大学院進学をスムーズに接続するコース

大学院卒業後の進路

　学位取得後の進路は、基礎分野での研究活動、臨床活動、国
内外留学など、基本的に自由に選択することが可能です。ただ
し、特待生制度を利用して給付金を受け取る場合は、学位取得
後に、給付金を受け取った年月分の基礎分野における研究活
動を行う制約を伴います。詳細は、プログラム担当者までご相
談ください。

新医学研究コース （１年次対象）

　基礎配属実習1では、2年次後期の10月第1週目から4週目
までの4週間、一つの研究室に通って基礎医学研究を実践して
もらいます。継続を希望する場合は、基礎配属実習2として2年
次終了まで研究を続けることが可能です。

▼

基礎配属実習 （２年次対象）

　基礎配属実習1, 2に引き続いて、長期にわたって研究を行う
ことを希望する学生を対象として、 3年次、4年次、5年次、6年
次にそれぞれ医学研究（1）、医学研究（2）、医学研究（3）、医学
研究（4）の4科目を選択科目とします。この科目は、学生の希望
に基づいて基礎系、臨床系を問わず各研究分野に配属し、高い
レベルの医学研究に従事するものです。

▼

医学研究（1）（2）（3）（4） （３－６年次対象）

　４年次または５年次で医学部医学科を一旦休学して、飛び入学
で大学院博士課程へ進み、若い時期での学位取得を可能にしま
す。早期に研究を開始し、医学医療の急速な進歩や社会的要請に
対応できる医学研究者を育成することを目的としたコースです。

▼

MD-PhDコース （４年次または５年次終了後）

　学部教育・大学院教育・卒後臨床研修をスムーズに融合・接
続し、医学研究への志向性が高い者に対して、学位取得と卒後
臨床研修の両立を可能にします。具体的には、学部卒業後、1年
目は通常通り臨床研修を受け、２年目は大学院で研究しながら
臨床研修を受けます。早期に大学院へ進学し研究を開始するこ
とで医学医療の急速な進歩や社会的要請に対応できる医学研
究者を育成し、かつ、本研究科指導教員と附属病院総合臨床教
育センターとの連携により、充実した初期臨床研修を行いま
す。本プログラムは、次項で述べる特待生制度と連動しており、
１学年あたり原則２名までとします。

大学院・早期研究スタートプログラム

新医学研究コース 1年

基礎配属実習 2年

医学研究

研修医

大学院・
早期研究
スタート
プログラム
●❷

大学院

医学部

3年1

4年2
医学研究

MD-PhD
コース
●❶

3年1

4年2

5年3

6年4

5年3

6年

D
1年

D
2年

D
3年

D
4年

D
1年

D
2年

D
3年

D
4年

4

1
年
目
2
年
目

医学部 医学研究

▼

▼

▼

▼

研究
ポスト

基礎系
ポスト

基礎・臨床
融合ポスト
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3
Curriculum

医学研究で行うカリキュラムKobe University
Graduate School of Medicine/
School of Medicine
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A
所属する研究室での研究活動

　正課時間外、長期休暇などを利用し、配属研究室にて指導教員のアド
バイスを受けながら実際の研究を進めます。研究の手法や論理的思考
力を身につけることを主眼とします。

B
基礎医学ゼミ：月1回程度開催

C
学内研修会：年１回開催

　夏休み期間中に、医学研究履修生および教員が一堂に会し、研究発
表や特別講演、懇親を行います。先輩、同級生、後輩との交流を通じて、
研究のモチベーションを喚起するとともに、学内ネットワークの構築を
しています。各学年の研究発表優秀者の表彰も行います。

D
他大学との交流

　全国リトリート（東京大学、京都大学、大阪大学、名古屋大学など）、関
西研究医養成合宿（関西医大、大阪医薬大、奈良県立医大、兵庫医大）
などを通じて、他大学の研究医養成コース履修者との研究交流会を
行っており、基礎研究医を志す医学生のネットワークが形成されていま
す。ここで培われる人脈は、研究分野を超えて日本全国に分布してお
り、将来の宝になると思います。

E
学会発表・旅費の経済的支援

　研究成果を学会などで発表することを積極的に推進・援助します。ま
た、学会参加や研究会などの参加に関しても、適切な理由があると判断
できれば、旅費の援助を行っています。学会や研究会に参加した学生
は、学内の研修会などで報告をお願いし、履修生間で体験を共有するこ
とを目指しています。

F
特待生制度

　５年次の医学研究(3)または６年次の医学研究(4)開始時に募集し、１
学年あたり原則２名まで採択します。2万円/月、最大２４ヶ月間の給付金
が受けられます。大学院への入学試験の免除、大学院講義の先行履修
などの特典もあります。特待生は、大学院・早期研究スタートプログラム
を履修することとし、基礎医学研究室における学位取得を義務付けてい
ます。卒業後の進路は、基本的に自由に選択することが可能です。ただ
し、給付金を受領する場合、学位取得後に、受領期間と同等以上の年月
の基礎研究従事が求められます。詳細は、プログラム担当者までご相談
ください。

G
神戸大学医学部医学科卒業生
最優秀研究賞（医学部長賞）

　医学部6年次まで研究を継続し、優秀な研究成果を挙げたもの原則
1名に対し、神戸大学医学部医学科卒業生最優秀研究賞を授与します。

　医学研究（1）-（4）全履修生対象。希望があれば1, 2年次の参加も可
能としています。各研究分野の教員が持ち回りで担当し、幅広い分野の
論文を紹介、議論することで、研究の基礎知識、考え方、プレゼンテー
ション力、討論力などを磨き、また他分野間に所属する医学研究履修生
との交流の場ともなります。
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2016.4
医学研究（1）～（3）履修登録

2016.7
基礎・臨床融合による基礎医学研究医の養成プログラム研修会開催
2016.7.28 ▶ 神戸大学医学部 楠キャンパス内

2016.8
研究医養成コンソーシアム合宿参加
2016.8.18～20 ▶ ホテルコスモスクエア国際交流センター（大阪市）

2017.8
基礎・臨床融合による基礎医学研究医の養成プログラム研修会開催
2017.8.9～10 ▶ シスメックス(株)グローバルコミュニケーションセンター（芦屋市）

医学研究・学年▶

人数▶

（1）･3年生

8名

（2）･4年生

9名

（3）･5年生

5名

合 計

22名

2017.4
医学研究（1）～（3）履修登録

医学研究・学年▶

人数▶

（1）･3年生

7名

（2）･4年生

5名

（3）･5年生

8名

合 計

20名

活動実績
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2017.9
関西5医科大学研究医養成コンソーシアム合宿参加
2017.9.9～10 ▶ ホテルコスモスクエア国際交流センター（大阪市）

2017.12
2017年度世界をリードする次世代ＭＤ研究者・育成プロジェクト
全国リトリート参加
2017.12.9～10 ▶ アリストンホテル神戸（神戸市）

2018.9
関西5医科大学研究医養成コンソーシアム合宿
2018.9.8～9 ▶ ホテルフクラシア大阪ベイ（大阪市）

2018.8
基礎・臨床融合による基礎医学研究医の養成プログラム研修会開催
2018.8.6 ▶ シスメックス(株)グローバルコミュニケーションセンター（芦屋市）

2018.4
医学研究（1）～（4）履修登録

医学研究・学年▶

人数▶

（1）･3年生

19名

（2）･4年生

6名

（3）･5年生

5名

（4）･6年生

5名

合 計

35名

ー学則変更の趣旨ー148ー



09

2019.4
医学研究（1）～（4）履修登録

2019.8
基礎・臨床融合による基礎医学研究医の養成プログラム研修会開催
2019.8.5 ▶ シスメックス(株)グローバルコミュニケーションセンター（芦屋市）

2019.9
関西5医科大学研究医養成コンソーシアム合宿
2019.9.14～15 ▶ ホテルフクラシア大阪ベイ（大阪市）

2020.2
令和元年度卒業生最優秀研究賞表彰式ならびに受賞者による講演会開催
2020.2.14 ▶ 神戸大学医学部 楠キャンパス内

医学研究・学年▶

人数▶

（1）･3年生

13名

（2）･4年生

7名

（3）･5年生

3名

（4）･6年生

3名

合 計

26名
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2020.7
医学研究（1）～（4）履修登録

2020.12
関西5医科大学研究医養成コンソーシアム（オンデマンド開催）
2020.12.4～27

2021.2
令和２年度卒業生最優秀研究賞表彰式ならびに受賞者による講演会開催
2021.2.12 ▶ 神戸大学医学部　楠キャンパス内

医学研究・学年▶

人数▶

（1）･3年生

12名

（2）･4年生

7名

（3）･5年生

6名

（4）･6年生

2名

合 計

27名
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2021.5
医学研究（1）～（4）履修登録

2021.8
基礎・臨床融合による基礎医学研究医の養成プログラム研修会開催
2021.8.11 ▶ Zoom＆Remo

2022.1
関西医科大学研究医養成コンソーシアム発表会
2022.1.22 ▶ オンライン開催

2022.2
令和3年度卒業生最優秀研究賞表彰式ならびに受賞者による講演会開催
2022.2.17 ▶ 神戸大学医学部　楠キャンパス内

医学研究・学年▶

人数▶

（1）･3年生

21名

（2）･4年生

13名

（3）･5年生

8名

（4）･6年生

4名

合 計

46名
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2022.5
医学研究（1）～（4）履修登録

2022.8
基礎・臨床融合による基礎医学研究医の養成プログラム研修会開催
2022.8.9 ▶ 対面＆オンライン

2022.9
関西6医科大学研究医養成コースコンソーシアム研修会
2022.9.10 ▶ 関西医科大学　枚方学舎

2023.2
令和4年度卒業生最優秀研究賞表彰式ならびに受賞者による講演会開催
2023.2.20 ▶ 神戸大学医学部　楠キャンパス内

医学研究・学年▶

人数▶

（1）･3年生

21名

（2）･4年生

17名

（3）･5年生

11名

（4）･6年生

7名

合 計

56名
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■お問い合わせ先

事務担当

医学部学務課医学科教務学生係
Tel.078-382-5205  Email.kyomu1@med.kobe-u.ac.jp

研究相談など

生体構造解剖学分野　仁田 亮 教授
Tel.078-382-5320  Email. ryonitta@med.kobe-u.ac.jp

分子疫学分野　篠原 正和 准教授
Tel.078-382-5541  Email. mashino@med.kobe-u.ac.jp

Kobe University
Graduate School of Medicine/

School of Medicine

研究をやってみたい、
どんな研究が面白そうなのか
見学してみたい、
漠然とイメージは
あるんだけど…
など気軽に
相談してください。

神戸大学医学部
基礎医学研究医育成プロジェクト委員会
http://www.med.kobe-u.ac.jp/kiso/
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申請書や詳しい内容のお問い合わせ先

Tel. 078-382-5205
http://www.med.kobe-u.ac.jp/kiso/基礎医学研究医育成プロジェクト委員会

Mail：kyomu1@med.kobe-u.ac.jp　

神戸大学医学部学務課医学科教務学生係

次の条件を全て満たしているもの
①医学部医学科において、原則として選択科目「医学研究」
　を履修する基礎医学研究医を目指す優秀な医学部医学科
　の５年生及び6年生。

※大学院進学時は、「早期研究スタートプログラム
　（②基礎医学研究医育成特別コース）」を選択することになります。

②医学部医学科卒業後に大学院医学研究科医科学専攻
　（博士課程）進学を志望するもの。

出願資格

1学年あたり原則２名まで定員

出願期間 令和5年４月17日（月）１７時まで

出願手続 「基礎医学研究医養成プログラム特待生申請書」を出願期間
中に学務課医学科教務学生係へ提出してください。
※「医学研究３」または「医学研究4」の履修時に提出する「医学研究履修申請書」と
　併せて提出してください。

選考方法 出願書類等による総合的な選考を行います。
必要に応じて、面接を行う場合があります。

結果発表 選出されたものに対し、
認定通知書を発行します。

神戸大学基礎医学研究医育成奨学金
月額２万円給付

3

大学院（博士課程）への入学試験免除1

大学院（博士課程）講義の先行履修が可能2

医学部在学中に大学院（博士課程）の講義を先行履修すること
が可能で、その単位は 大学院（博士課程）の修了要件科目とし
て認定する。 
ただし、この要件は「早期研究スタートプログラム（基礎医学研
究医育成特別コース）」 を選択したものに限る。 

医学部卒業後、最短で学位取得が可能！ 
1年目は臨床研修に専念。 
２年目は神戸大学医学部附属病院の
臨床研修を受けながら、大学院 
（博士課程）1年生として研究開始。 

令和5年度

基礎医学研究医
養成プログラム特待生募集
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